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所要 時 間 :約 65分 {見 学時間言まず}
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官兵衛の時代、英賀は単なる城で

はな<、 播暦最大の港町であり、英

賀本徳寺を中心とした一向宗徒の町
でもありました。古い城下町の迷子
になりそうな細い路地道を、わずかに

残る堀や土塁の跡朽 当日寺の栄華を
想像しながら散策してみて<ださい。
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葵賀清水

受賀順師 2日

美賀人のアクゼス
■山陽姫路駅から飾磨駅で乗り換え、山陽網干行き
で「西飾磨」駅下車。(4駅約10分 。230円 )
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1576年 (天正4)、 官兵衛の進言により

徒口着城主・小寺政職が織田家に与す

ることを決めると毛利水軍5000人が田

井ヶ浜に上陸しますが、官兵衛は 500

の手勢で毛利軍を追い返し、一躍その

名を高めることとなるのです。英賀港

は古代からの港で、室町時代には英賀
城下の市場町で1580年 (天正8)の英

賀城落城まで三本氏の一族と英賀実な

活躍した交易の港町として栄えました.

しかし落城後は荒れ果て、熊谷家がこ

の地を清め地蔵尊を祀りました。この

地は英賀神社の巽方向に当たるため

「巽地蔵」と呼ばれました。

C〕 美賀 本六えIホ石碑

英賀城は鎌倉0寺代には砦が置かれ、室

町時代になると播磨の守護大名・赤松
氏の一族が守りました。その後、三本
氏が城主になり規模を拡大し、豊臣秀

吉に滅ぼされるまでの 140年 間三本氏
の居城として栄えました。英賀城の本
丸 。二の丸はこの碑の前を通る街道よ

り南にあったといわれ、このあたりには

「城内」という字名が残っています。
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社記によると播磨国風土記にある英

賀彦神 。英賀姫神を祀る古い神社で、

町名の由来もここ。天満宮は嘉吉年

間に完成したとみられ、噴円|こ|ま寛又
7年 11667]i3の 手水繁や寛政6年

794)の 狛犬が、拝殿には江戸期の

絵馬が多<残っています。また、明治
0寺 代の算額もあり、不□算が盛んだっ

たことを物語っています。本殿裏には

英賀城Rllの土塁が残っています。
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IJロト英賀城の落城のパIすなし
         |IJ“ 卜広畑天満官の玉垣

1 黒田家は英賀の三木氏に官兵衛の妹を嫁がせであり、「青山の戦い」には三本氏 | 1 広畑天満宮こま、司馬斎大自Bの相父・福田惣八の
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1 英賀の栄華は幻と消えました。                        | の文章が、境内にある石碑に刻まれています。
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0 賀城の堀跡と土塁

このあたりを東西に延びる溝がかつての
堀跡の一部で、英賀薬師北倶1には今も
土塁の一部が残っています。

0英 賀 乗 師 (IB去寿寺跡 )

英賀薬師の境内は英賀城井ノ上□の
跡といわれ、今でも土塁の一部が残っ
ています。境内にあるひときわ目を3<
五輪塔は、英賀城主三本家のものです。
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英賀神社拝殿の東倶」には「播磨灘物
語」「司馬遼太郎」と亥」まれた石碑が

あります。司馬遼太郎のルーソ`は祖父
の代までこの地で、自らも愛情を込め

て播州門徒の末裔と名乗っていました。

0英 賀本徳寺跡石碑

・英賀本徳寺跡は、現在の歌野橋上流
約100mの地域にありましたが、昭禾□12

年に広畑製鉄所建設にともなう夢前川
の付け替え工事により、遺跡は河床と

なり、それまで建てられていた石碑は

明蓮寺境内に移されました。
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